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東京ブランチ 2008 年次総会 

日  時  2008 年 6 月 7 日（土）１３：３０～１６：３０ 

場  所  三田福祉会館 集会室 C 

交  通  JR 田町駅 西口から徒歩 8 分 または 

      地下鉄三田線・浅草線 三田 A９出入口から徒歩 1 分 

 

Social  Dance 

総会後、別の会場で行います 

時  間  １８：２０～２０：４５ 

場  所  港勤労福祉会館 3 階サークル室 

      総会参加者は、無料です。 

      午後の総会から夜のダンスまで大勢の会員のご参加をお待ちして

おります。 

                Program 

The Wild Geese J32 BK 24 Linton Ploughman J32 BK 5 

The College Hornpipe R32 BK 20 Clutha R48 BK 31 

Dalkeith’s Strathspey S32 BK  9 Land O’ Cakes S32 BK 29 

Old Nick’s Lumber Room J32 BK 26 Alan J Smith J32 BK 45 

Autumn in Appin S32 BK 31 The Lea Rig S32 BK 21 

The Deil Amang the 

Tailors 

R32 BK 14 Catch the Wind R32 BK 45 

 Ex. The Montgomeries’ Rant  R32 ・Miss Gibson’s Strathspey    
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Ｗｅｅｋｅｎｄ Ｃａｍｐ ２００８ 報告 

 

 ２月２２日～24 日 埼玉県の国立女性教育会館で 100 名以上の参加者が有意義な

時間を過ごしました。ロバート・マッコーエンは、高い身長で全員の動きを常に把握し

長い脚をフルに使って正確にステップを見せる指導は言葉の支障など感じさせないも

のでした。それには、バーバラのミュージシャンとしての協力も見逃せない要素と思い

ます。 

１、 指導したダンス名 ２、アンケ－トの要約 ３、寄せられた感想をお知らせします。 

 

１． 取り上げられたダンス 

Ｔｅａｃｈｅｒ‘ｓ Ｓｋｉｌｌ Ｃｌａｓｓ 2月 22日～23日 

Ｈｅｙ！ Ｊｅｎｎｙ Ｃｏｍｅ Ｄｏｗｎ ｔｏ Ｊｏｃｋ Ｊ／２４ ＢＫ  ３ 

Ｑｕｅｅｎ‘ｓ Ｗｅｌｃｏｍｅ Ｒ／３２ ＢＫ  ４ 

Ｊｅｎｎｙ’ｓ Ｂａｗｂｅｅ Ｓ／２４ ＢＫ  ５ 

Ｌａｄｙ Ｓｕｓａｎ Ｓｔｅｗａｒｔ‘ｓ Ｒｅｅｌ Ｒ／３２ ＢＫ  ５ 

Ｋｅｐｐｏｃｈ‘ｓ Ｒａｎｔ Ｓ／３２ ＢＫ １７ 

Ｈａｙｍａｋｉｎｇ Ｒ／４０  １９６５ 

Ｍｒｓ． Ｇａｒｔｈｌａｎｄ‘ｓ Ｓｔｒａｔｈｓｐｅｙ Ｓ／３２  １９６５  

Ａｒｇｌｌｅ‘ｓ Ｂｏｗｌｉｎｇ Ｇｒｅｅｎ Ｒ／３２ ＢＫ １５ 

 

Ｗｅｅｋｅｎｄ Ｃｌａｓｓ 2 月 23日～24日 

Ｔｈｅ Ｆｙｋｅｔ Ｊ／４０  １９６５ 

Ｈａｍｅ Ｃａｍｅ Ｏｕｒ Ｇｕｄｅｍａｎ Ｓ／３２ ＢＫ ３０ 

Ｍｉｓｓ Ｆｌｏｒａ‘ｓ Ｆａｖｏｕｒｉｔｅ Ｒ／３２   Ｇｒ 

Ａ Ｓｐｒｉｎｇ Ｂｒｅｅｚｅ Ｓ／３２ Ｏｂａｔａ 

Ｌｉｔｔｌｅ Ｒｏｓｓ Ｌｉｇｈｔ Ｊ／３２ Ｄｒｅｗｒｙ 

Ｂａｃｋ ｔｏ Ｂａｃｋ Ｊ／３２ ＃ １ 

Ｌｉｎｎｅａ‘ｓ Ｓｔｒａｔｈｓｐｅｙ Ｓ／３２ ＃ ２ 

Ｂｕｒｎｓ Ｎｉｇｈｔ Ｊ／３２ ＃ ３ 

Ｅｉｌｅｅｎ Ｗａｔｔ‘ｓ Ｒｅｅｌ Ｒ／３２ Ｍａｇｎ１  

＃１ ＡｎＩｔｃｈ ｔｏ Ｄａｎｃｅ        

＃２ Ｄｕｎｓｍｕｉｒ Ｄａｎｃｅｓ 

＃３ Ｂｏｓｔｏｎ Ｂｒａｎｃｈ Ｆｉｆｔｙ Ｙｅａｒｓ ｏｆ Ｄａｎｃｉｎｇ 
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２．アンケートの要約 

  良い 普通 良くない 

１ Ｃｌａｓｓについて ７９ ２１  

２ Ｔｅａｃｈｉｎｇについて ９２  ８  

３ Ｍｕｓｉｃについて ９１  ９  

４ スケジュールの時間配分について ４５ ４３ １２ 

５ Ｓｏｃｉａｌ Ｄａｎｃｉｎｇ について ５２ ４３  ５ 

６ Ｓｏｃｉａｌ Ｄａｎｃｉｎｇ の音楽について ７６ １５  ９ 

７ 宿泊施設について ５７ ３２ １１ 

８ Ｗｅｅｋｅｎｄ Ｃｌａｓｓ の開催時期 ３５ ５１ １４ 

９ 開催場所 ３８ ４２ ２０ 

１０ 参加者はフレンドリーでしたか ９１  ９  

１１ 総体的な感想 ６８ ３２  

 

３．ご意見、ご希望など 

 

Weekend Class は時間が短くて物足りなかった 

  体育館が寒かった 

  通訳がよく、動きやすかった 

  クラスの内容が良かった 

  指導はとても勉強になった 

  Ｓｏｃｉａｌ Ｄａｎｃｉｎｇ の場所が狭かった 

  会場の準備や後片付けが大変だった 

  部屋の鍵管理が大変だった 

  浴場の終了時間が早くて困った 

  クラスの移動が大変だった 

  全体の詳しいスケジュールとクラスの場所がはっきりしなかった 

  友達が出来てよかった 

  参加者が手伝えることは、やらせて欲しかった  

  素晴らしいミュージシャン揃いで音楽も楽しむことが出来た 

  とても楽しく勉強になった合宿だった 

Teacher’s Skill Class は大変有意義であった 

  ひごろ踊ることが少ないダンスを再認識させてもらえた 

  考えて答えを出させる方法が面白かった 

  複数のやり方でどちらでも良いというコメントはよかった 

  自分と違う解釈法を考えてみる良い機会であった 

  受講生の態度が未熟、初歩的な間違いが多いのは恥ずかしかった 
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４．参加者の感想 

 

スキルコースに出席して 

田村 妙子 

前回のアンデックスの時は 2 人ペアになって、お互いのステップを見てコメ

ントをする。オブザベーションの大切さの確認でした。それをどう直すかの指

導は無かったと思います 

金曜午後のクラスは彼にしては精細さがかけていたと思いました。普段あまり

踊らないダンスを指導しましたが、あまり細かい注意はせずに、「何か質問ない

か？」と時間を取っていました。 

”Lady Susan Stewart’s Reel“ Hello Good・by setting のから face 1stcorner に

移動する時の step は Pas de basque ですか？Skip change of step ですか？パスを

するのは右肩、左肩どちらでしょうか？の質問でちょっと驚きました。 

他にも２～３質問がありましたが分かり切った事ばかりの感がありました。 

「明日までの宿題です。質問を考えてくるように」で金曜クラスは終了。翌日

はシャキッとしたロバートになって精力的にクラスを進めていました。Hay 

Making（1965-Leaf） 

Bar5 1st manと 2nd Cple の three hands round から Across の Reel of 4 にす

ると良いと分かりました。2nd cple が背中合わせで始まった Reel of 4 の finish

をロバートは何も言わず、変な戻り方をしていた所もあったようです。指導者

だったら分かっているはずと黙っていたのかしら。Bar24 の時少し中に入って

ＸＲしてもＯＫといったが、 

「イヤ bar24 は on the side」と云う人あり、「許すと際限なく中に入り込む」

と云う意見あり、帰宅後ＢＫで確認 bar17~28 まで、まとめて記載されていまし

たのでロバートの方法でいいのだろうと思いました。Formaation とのつなぎ目

の大切さの確認。 

Skip change of step から Slip step への入り方は、左足に右足クローズで Slip 

step に入る。或いは Skip change of step の流れを止めずにそのまま Slip step

に移行する。（以前 Derek Haynes に教わった）クラスの対象によって指導法が

チョイス出来るとか。私達は通常ＣＤかテープの音を聞いて Ready..And のキュ

ーをだしています。ミュージシャンが居るときは、five six Ready and を出すこ

と。それをリズミカルに弾き手に伝えることが大切。以前小海さんが「小幡さ

んの Ready and が一番はいり易いのよね」と話していたのを思い出しました。

ミュージシャンはそのリズムで音の速さを理解するのだと。普段やり慣れてい

ないので難しいと思いました。 

以前ロバートのステップダンスクラスに出席した時、くどい程バーバラとリズ

ムの打ち合わせをしていました。ちゃんとバーバラの顔を見て、five six Ready 
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and を云っていたのも思い出されました。ご夫妻でいつも一緒に行動していて

も、リズム、タイミングを必ず打ち合わせをすることが大事！ 

スタッフの一人がティチャーと云っても結構差がありますねェ と一寸嘆くよ

うに話されていたのが印象的でした。経験年数、教えるだけで自分が楽しんで

踊る場がない、他のティチャーの指導を見る機会が少ない等の問題があると思

います。ブランチの合宿で勉強出来るのは幸せなことですね 

終わりにスタッフの献身的な働きでクラスが成り立っています。あれもこれも

と裏方の雑用は多く有りましょうが、少し交替して夜のパーティー（金曜）を

踊る笑顔を見たかったと思いました。お蔭様で、感謝いたします。 

                                               

 

Weekend 初参加 

平本佳代子 

 2月 23・24日 Weekend2008 に初めて参加しました。 

私は、不安と緊張を抱き、どんな所なのかと期待に胸を膨らませての参加でし

た。 

最初のクラスが凍えるような体育館。しかし講師のロバート、フィドラーの 

バーバラ・マッコーエンご夫妻の笑顔、参加された方々の温かい笑顔に助けれ、 

踊りを楽しむことができました。 

また講師の方々の分かりやすい指導、美しいステップ、ダンスをより楽しい 

ものにしてくれる楽器とともに踊りをいっそう楽しくさせてくれました。 

夜に行われたソーシャルダンスはクラスとは違い、和やかな雰囲気でダンス 

を楽しみました。懇親会ではおつまみのテーブルを囲み、どのテーブルも 

話し声・笑い声が途切れることなく盛り上がっていました。私は今回の参加で 

素晴らしいお仲間に巡り会えたことが一番嬉しく思いました。 

                               

 

テーマを持っての参加・・・結果は？ 

細海 修 

『寒かった』このことはまず置き会場到着。早々に講師を予定されていた方

のご家庭に緊急事態が生じたので急遽お帰りになる由、代役となるティーチャ

ーが後を引き継でレッスン開始。私の所属したＡ班では代わったティーチャー

で、何時もの元気な声掛けでスタート。 

 

今回は２回目の受講で 1 回目の時は合宿とはどのようなものか所詮様子見でし

たが、今回は２～３テーマを考えての参加でした。 

基本ステップから入り数曲レッスンを受け、まずまずのスベリ出し。音は勿論

生でミュージシャンの方達も顔見知りで楽しい雰囲気でした。終わって会場変



 6 

更となり外へ出ると吹雪状態、次の会場では体も冷えていたので怪我をしない

ように慎重にウォーミングアップ、講師はロバート・マッコーエン氏。素敵な

立ち姿から正確なステップ、今回私は姿勢をテーマの１つに考えていまたので

大変勉強になりました。また演奏もＭＣとの呼吸も勿論バッチリでダンサーの

様子を見ながら楽しく踊りやすい演奏をしてもらいました。 

会館職員によるレクチャーは国立女性教育会館の名称からしてその設立主旨・

目的があると思いましたが、話があちら、こちらに飛んで私には充分理解出来

なかったのは残念。 

 

１日目の締めくくりは Social・Dance 全１２曲チャレンジ大変盛り上がった

時間を持つことが出来ました。ただ、終了後私も含めて数名で会場の後方付け

を手伝い、次の懇親会に行った時はすでに会は始まっていて満席状態。立ち飲

み「まあ・いいか・・・」 

ビール好きの私は少々物足りなく、又２次会有りの情報でビールを自販機で購

入して○○さんの部屋へ集合。さらに数名で意見交換？を行い充実した１日目

は終了致しました。 

 

２日目は合同クラスで全員体育館へ、ある状態の箇所に数名が静かに佇んで

いました（陽光あり）やはり多人数で行うレッスンは活気がありました。入念

なウォーミングアップの後セットを構成、今日はテーマの１つパディバスクを 

しっかり踏むよう心掛ける。３つ目のテーマは余裕なくパスとしました。合宿

が終わり暫くするとテーマとしていた処は全て元の黙阿弥、相も変らぬ状態で

す。 

 

最後にまとめとしての印象は、全体的にインフォメーションが少なく感じら

れ又参加メンバーにダンス歴からかバラツキがあったように感じられました。 

合宿は会場選定にしても１００名のメンバーが宿泊でき、踊れる場所があり、

参加費があまり負担にならない等々考えると大変難しい。今回の会場は都心よ

りさほど遠くなく緑豊かで春・夏・秋のシーズンは高い利用率と思います。 

ブランチ合宿はたまたま２月開催出来たのではと思います。初めての会場での

合宿、スタッフの皆様のご苦労にお礼申し上げます。来年も自分なりの何かテ

ーマを持って参加し又皆様と交友を深めたいと思っております。 

ありがとうございました。 

                               

熱意のこもった指導 

 フィドラー小谷野千枝子 

ありがとうバーバラ！とても素晴らしいミュージッククラスでした。 

今回の参加者数はフィドルがピアノを越えました。 
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バーバラはきめ細かく惜しみない熱心な指導でした。各楽器毎に個人個人に沢

山のアドバァイスがあり、耳で聞き一曲を仕上げるのに長い時間が必要でした。

少ない時間で夜のパーティーに向けみんなを励まし時間外のクラスを設け指導

をしてくれました。 

出来映えは、如何でしたでしょうか？ 楽しく踊っていたダンサー達の惜しみ

ない拍手に、バーバラ他クラスメートは全員感激でした。 

通訳を依頼されたのですが、ゆっくり話すことで皆さん理解できたようでした 

                               

 

ビックリー ガックリー ワックワック 

ギター海老沢信一 

 いつもはマンドリンクラブでギター・マンドリンを弾いています。茨城県内 

５サークルに関わり活動しています。最近バロック音楽が好きになりそのノリ

で今回参加することになりました。 

今はＢｏｏｋの楽譜をパソコンで演奏させてＣＤにして楽しんでいます。 

１.楽譜 

楽譜は長調・短調 関係なく３～４曲つないで１曲としている。そのつなぎ

方は１２３４２３４１（１は３２呼間１回の踊り）最初と最後は同じメロデ

ィーで終わることになる。３カップルロングウェイの時は中のどれかを消し

てえんそうする。文頭に長調・短調 関係なくと書いたが明るい感じと暗い

感じを組み合わせて１曲とするのも演出の１つと理解しました。 

２.演奏テクニック 

リズムはスコティッシュを踊っているので大丈夫、身体のリズムに乗せてメ

ロディーを休みなく最後まで 弾きつづけること。私は音符を見たら音にし

ていく初見派です。４－８小節メロディーを覚えて演奏するのは苦手です。

時間もかかるし、弾かないと忘れる。各楽器によって指使いは決まりがある

ので、その指使いでいかに早く正確に弾くかが問題です。弦楽器の場合左指

で押さえると同時に弾く、離すときは他の指で他を押さえると同時に元の指

を離す。楽譜にはリピート記号もあるのでキョロキョロ探しながら弾きつづ

けることになる。 

３.楽器・その他 

ピアノの楽譜はギターではひきづらい、フィドルの楽譜はフィドルで弾きや

すいように、それぞれアレンジしてもいいのでしょうか？聞きそびれてしま

いました。 アの音をはっきり、１拍目をストロングに。 

普通の音楽では滅多にないスコティッシュの音楽なので苦労しました。 最

初と最後のジャーンはタイミングさえ良ければアバウトでよいと理解しま

した。スピードを暗示しているのでしょうか？誰か教えてください。 

４．アンサンブルとして夢のような話 
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  毎年のミュージックコース。 

  ピアノはそのまま、フィドルとリコーダーはユニゾン・和音進行で第１・2 

  パートに分けて、コントラバス・アコーディオン・ドラムもぜひご参加下

さいと要項に書く。 

   私はバロック音楽派なのでギター又はリュートとヴァイオリン又はリコ

ーダーのアンサンブルでと考えています。 

 

  スコティッシュカントリーダンス音楽を全く演奏したことがない私ですが

あえてこれから演奏してみたい方のために書きました。 

２日間ビックリー ガックリー ワックワックと楽しいコースでした。最

後に役員の皆様にはお世話になりました。ありがとうございました。 

                             

音響機器について 

 海老沢 信一 

 

 気楽な気持ちで機材係りを引き受けました。雑学として読んでくだされば幸

せです。踊りも楽器も電気も好きなので、これからもよろしくお願いいたしま

す。 

 

音響設備に必要な機器 

１．マイク 

   ボーカル用・・・・人の声を優先して音を拾う。音域の範囲も狭く設定

されている、横からの雑音が入りづらく設定されて

いる。 

   ミュージック用・・高い音から低い音までカバーする。広い範囲から音

を取り込むことが出来る。 

  ※それぞれ特性を理解して使い分けるのがベストです。 

   他にコンデンサーマイクなどピンキリで性能は値段で決まる。 

２．プリアンプとパワーアンプ 

   プリアンプ・・・・別名コントロールアンプとも言う通り、ＣＤやカセ

ットデッキなどの外部機器を選択して、音質や音量

を決めて、設定された音をパワーアンプに送る。 

   パワーアンプ・・・プリアンプの音を１００～２００倍にしてスピーカ

ーに送り音になって人の耳に入る。 

※パワーアンプの出力１００Ｗと書いてあった場合、最大１００ボルト

がスピーカーに流れることとなり、最大入力５０Ｗまでのスピーカー

は壊れてしまいます。（スピーカーの項目参照） 
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３．スピーカー 

    ・マイクと同じ原理で音を出す。高音用 中音用 低音用フルレンジ

用など用途によって使い分けるが、メーカーで設定済みの普通のス

ピーカーを使います。問題は耐圧入力、３０Ｗ ５０Ｗ １００Ｗ

などと書いてある ボルトに読み替えてこれ以上高い電流を流すと

壊れます。 

    ・スピーカーのコードは同じ長さのものを使うこと、電線も抵抗の一

種ですので左右のスピーカーの音量がずれてしまう。 

 

 

音響の必要性と設定 

１．人の耳は向き合う人の声を聞きやすくする構造になっている。背後からの

音は聞きづらいのでスピーカーは２本必要でサークルの場合対角線に設置

する。 

２．マイクを使わない人が居るが、聞く人は声の方へ顔を向けないと聞き取り

づらいことになる。本人はマイクを持ちたくなくても聞く人の為にマイク

を使って欲しいと思います。 

  マイクの持ち方はマイクスタンドに付いてる角度で手に持つのがベスト。

口に近づけて、「さしすせそ」をはっきりとマイクの先端に向かって．ロー

ソクの炎がゆらぐ程度にソフトに発声、などと先輩に聞きました 

 

３．楽器のマイクについて 

  ヴァイオリンはマイクでスピーカーから、キーボードは付属のスピーカー

から、ばらばらの状態で音が出ると感じが悪い、対策としてスピーカーを

キーボードの近くに置く、又はキーボードの音をマイクで拾ってミキシン

グする。 

  バランスの良い音楽を何処に立っていても聞こえるように設定したいもの

です。 

 

４．その他  

  ・マイクとスピーカーの距離を離すこと。 

  

ブランチでは Weekend Camp 2008 の音響について海老沢氏へ依頼したとこ

ろ、機材もすべて提供していただきました。 

素晴らしいボランティアに感謝いたすます。 
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SCD 国際フェスティバル（箱根）（トム鳥山） 

 

 SCD は国際的な活動であり、SCD ダンサーはみなファミリーであるという認識

がソサエティ設立当時から一貫してながれている。近年セント･アンドルーズの

サマースクールに大勢の日本人ダンサーが参加するようになった。サマースク

ールにいちどでも参加すれば、「SCD ダンサーはみなファミリー」が実感できる

が、スコットランドはいまでも遠く、飛行機･列車を乗り継いでどうやってセン

ト･アンドルーズに行くのか、ホテルの予約はどうするのか（いちど経験すれば

どきどきすることはないのだが）とか、外国語のなかですごすということもあ

って、行きたくても行けないという会員が多い。また、日本流のクラス、ダン

ス会、ボールにひたり続けることにより、世界の他の地域でもおなじ流儀でそ

のようなイベントがひらかれている、と考える人もいる。 

 4月 4日‐6日、桜はまだつぼみの箱根花月園でひらかれた SCD国際フェステ

ィバルは、国際的なファミリー、国際的なやり方のクラスとボールが体験でき

る絶好の機会であった。しかも音楽はミュリアル･ジョンストンとキース･スミ

スといういま世界最高の音楽性と人気を有するミュージシャンである。ミシュ

ランの評価になぞらえれば３ツ星のイベントであった。 

 スコットランド、イングランド、フランス、ハンガリー、その他世界各地か

らやってきた 48人の外国人と 170人の日本人ダンサーは、箱根の 3日間を十分

に楽しんだ。クラスはテクニックとソシャルに分れていたが、ダンス内容はほ

ぼ同じであり、両クラスにほとんど差はなかった。いまは演奏活動に集中して

いるが、ミュリアルは公認ティーチャー、ダンサー、ディバイザーであり、「ミ

ュリアルが教えるの？」という懸念は、クラス開始の 3 分で霧消した。ミュリ

アルはその踊りをきちんと把握しており（あたりまえだが、そうでないティー

チャーもいる）、指導ポイントの指摘は的確、全員が納得できるまでパターンを

繰りかえす（そのフォーメーションについてうろ覚えのダンサーにはきつかっ

たか？）ことで、ティーチャーとしての実力を明確に披露した。ビル･ゾーブル

はといえば、ユーモアたっぷりのことばとゼスチュアでクラスを魅了した。ビ

ッグ･ステップで動くべきところでは「ｐシュー！」、ダンサーにアイ･コンタク

トが欠けているとみれば両目に手をかけて「ピン！」、指導で間違えたときは自

分の腕をぴしゃり！ Highland Schottische Poussette でデモしたとき、ビル

が無意識に示した Setting Step のリフトの足の位置は、経験の深さを物語って

いた。Red House, Argyll’s  Fancy, Holyrood House, Joe McDiarmid’s Jig 

などソサエティのダンスもあったが、両名が指導したのは S.S. Johnstone, Ruby 

Hornpipe, Engine Room などの非ソサエティ･ダンスが多かった。 

 第 1日夜はケイリ。RSCDSサマースクール流のお国自慢、かくし芸大会かと思

ったが、実際にはダンシングが主体だった。パリ、シャルダン･デコッセ･グル

ープの首領、パトリック･シャモワが Highland Fling を披露したが、ほんらい
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の実力の５割にセーブしていた。 

 第２日夜はボールで、よく知られた踊りを 18ダンス、第 1日とおなじく、MC 

ビル、音楽 キース＆ミュリアルで楽しんだ。そのダンスが終わると、日本人ダ

ンサーはすばらしい音楽に拍手するのだが、ビルはダンシングのアンコールと

解釈し、クィック･タイム･ダンスでは途中からすべてアンコールつきとなった。

したがって、7時半から始まったボール、終了は 0時を過ぎていた。 

 ボールに最適な広さのサブ･アリーナは箱根町立で、使えるのは 9時まで、ケ

イリ、ボールとも花月園の２室（もともと食堂）を使わざるをえなかった。230

人のボールにしてはいささか狭く、ひところのヤンガーホール以上の混み具合

であった。フェスティバルで貸切り状態となったため、ホテルは昼間のサービ

ス要員を削減し、休憩時にコーヒーのサービスはなく、外国人にはちょっと気

の毒だった。参加条件は「経験 3年以上」であるが、個人差があり、John of Bon 

Accord, Gothenburg’s Welcome では「大混乱」のセットが見受けられ、「事前

勉強しなかったのかねえ」という感じを抱かせた。 

 こまかな要最善点はあるものの、国際ファミリーという実感、世界流儀によ

るクラスとボール、すばらしい音楽を味わうことができた３日間であった。ボ

ール会場に遺作の横断幕が掲げられていたが、生前このフェスティバルの実現

を最大の願望の一つにしていた前チェアマン、大井冨佐子さんの不在が残念で

ならなかった。 

 

SCD 国際交流フェスティバル 

ビル&篤子 クレメント 

この度は、上記イベント開催に当たり、ご協力頂きありがとうございました。 

 

お陰さまで、Miss Milligan がおっしゃっていましたインターナショナル・ファ

ミリーが日本で実現できたと思っております。 

 

なかなか海外に出る事のできない方に、日本に居ながらにして、SCD の国際性、

社交性、思いやりと友好を感じて頂けたかと存じます。 

 

そして何よりも、音楽の重要性、音楽という目に見えないものを、目に見える

ようにするのが、踊りですが、単にそれだけではなく、一緒に踊る方々との協

和と思いやりのある柔軟性が社交につながるという事を実感して頂けたのでは

ないか・・・と願って止みません。 

 

特に箱根では、ケイリー、ボール、ダンス(パーティ)・・・と、違った様式で

お楽しみいただきました。SCDを踊るのには、広い場所で、ちゃんとしたステッ

プができなければ・・・、踊りを知らなければ踊れない・・・と思い込んでい
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る方もあったかと思います。 

 

しかし、ケイリーは、大体が個人の家や村のホールなどに集まり、自然にパー

ティとなっていくものでしたので、和気藹々とした雰囲気で始まったものです

し、ボールは、イブニングドレスに身を包み、優雅な一夜を送る・・・社交の

ための会で、従って複雑な踊りよりはよく知られているポピュラーな踊りを主

とし、踊りの順番に悩まなくていいようなプログラムで、社交を楽しみます。 

 

スコットランドではかつてボールのときに、イブニングシューズを履くのが当

たり前でした(RSCDS 以外では今でもそうです)。ミス・ミリガンになぜその事を

皆に言わないのか・・・? とクレメントが言ったら、一週間口をきいてくれな

かったそうです。 

 

では何故、テクニックを学ぶのか・・・? テクニックというのはご存知のよう

にステップだけのことではありません。手の取り方、フレージング、チームワ

ークなどの知識があれば、臨機応変に、その場のニーズに従った判断が即座に

でき、もっと楽しみの深さが増しますし、お互いの社交がスムーズに運びます。

イブニングシューズで踊るのには、それに相応しいようにステップや踊り方を

対応させる必要がありますし、そうすれば広い会場でなくても構わない事にな

ります。(今回に限れば、他に体育館にはピアノがない、9 時までしか使用でき

ない、飲食禁止・・・などの理由もありましたが、それ以上に、違った環境と

場を提供したかったので、ケイリーとボールはホテルで行いました。) 

 

今回、海外から参加された方の中には、テーチャーの資格を持っている方も多

数いらっしゃいましたし、デモンストレーションに出られる方々、または過去

にデモをしていた方々もたくさんいらっしゃいました。反面、まだ始めて間も

ない方や、長い経験を持っていてもそれ程のレベルではない方、85歳の年配者、

全く耳の聞こえない方、医者や弁護士、大学教授・・・等、本当にいろいろな

参加者が、9カ国から集まりました。 

 

SCDの良さは、そういった個々の領域を超えて、お互いが一個人として協力し合

いながら、一つの踊りを完成していく事にあります。経験のある方は、踊りを

知らない方をうまくリードしてくれます。踊りを知らなくても、他のダンサー

を見ていれば、行く方向が分かります。他力本願ではなく、個々が自分のでき

る事を出し合ってこそ、うまくいくものですし、楽しさも倍増するものです。 

 

戦後、池間博之氏、原田裕氏、宮川清彦氏、松橋順子さん、岡田昌子さん等、

たくさんの方々のご努力が実り、今では SCD がとても盛んに踊られるようにな
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りました。これから更にその楽しさを多くの方々に知って頂くには、私たちの

働きいかんだと思います。今回のこのイベントが、その一つの動力となってく

れたら・・・これほど嬉しい事はありません。 

 

海外からの参加者には、日本の方々の親切と友好に感激した・・・と、日本フ

ァンになっていただけました。たくさんの方が友好を深めて下さったと思いま

す。きっと近い将来、どこかのダンスフロアーで再会が繰り広げられる事でし

ょう。 

 

今回のイベントを行うに当たり、本当にたくさんの方々からのご協力を頂きま

したことを、改めて心より感謝いたします。 
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運営委員会報告 

 

２００８年２月２日第９回運営委員会 

 （１）New Year Dance 2008 の反省 

  会場その他について 

 （２）Weekend 2008 

 ミュージッククラスで使用する楽譜の配布、成田への講師の出迎

えと見送り、委員の役割分担、委員の配置、オークション・CD の

販売方法、講習曲の資料配布、音響機材等    

 （３）Weekend 2009 

  日程と会場の検討   

 （４）Social Dancing Class 

  3月 29 日  講師の候補について  

 （５）ビギナークラス会場変更について 

  クラスは継続が大切なので確実に予約できる神田の会場を引き

続き使用 

 （６）次期役員について 

  次回までに個人的に交渉 

    （７）２００８年度会費 

        本部会費￥3,700+ブランチ会費\2,500 計\6,200 はがき代 

なし 

    （８）ブランチクラスについて 

  クラス担当ティーチャー募集 2月のクラスのお知らせと一緒 

に送る。 

        ブランチクラスで取り上げるダンスについて--RSCDSのダンス中 

心にしてはどうか募集時に再認識してもらう 

 （７）ブランチ賞推薦状況 

  本部に推薦済み 

 （８）マガジン No.5 レターNo.78の発送、ショップ申込締切り日につ 

いて 

   

200８年３月１日第１０回運営委員会 

 （１）Weekend2008 の反省 

  会場の案内、掲示板、全体の進行、アンケート、締切り後のキ 

ャンセル、MC・通訳の確認、音響関係その他お手伝いされた方々 

へのお礼、ステッﾌﾟダンスクラス その他 

 （2）Weekend 2009 

  会場の仮予約、日時、募集人数、講師、費用、スケジュールの 
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検討  

 （３）Social Dancing Class 3月 29日の講師依頼     

 （４）ブランチクラス指導担当アンケート集計結果 

  （５）次期役員 

  引き続き交渉 

 

 （６）2008年度会員登録 

  クラスのお知らせと共に送付 

 （７）マガジン No.5 

  クラスのお知らせと共に送付予定 

 （８）会計について 

  ショップ・クラスは 3月末で締めてﾄﾚｼﾞｬﾗに連絡。4月の委員会 

で明細を報告 

 （９）総会後のソーシャルダンスの会場について 

   

   

200８年４月１２日 第１１回運営委員会 

 （１）２００８年度総会について 

  日時 2008年 6月 7日 １３：３０－集合１３：００ 

  場所 大久保地域センター ３F A会議室 

   役割分担 司会、議長、書記、受付 

  5月の委員会に総会資料原稿を用意  

  5月 3 日 会計監査を受ける 

 （２）総会後の Social Danceについて 

  童夢館の予約日― 4月 25日 

  MC、受付、壁プロ 

  参加費￥６００ 総会出席者は無料 

  総会案内とダンスプログラムを 5月中旬発送予定のブランチレ 

ターと 6月のクラスのおしらせに載せる  

 （３）Ｗｅｅｋｅｎｄ ２００９ 

  日程 2009年 3月 20日（金）－22日（日） 

  講師 鳥山チェアマン交渉中 日本の観光を含めて招待（京 

都・奈良） 

  会場 花月園・レイクアリーナ 

  記念品について  

 （４）次期役員依頼状況 

 （５）２００８年度会員登録について 

  4月 12 日現在 346名 
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 （６）ブランチクラス  

  5月アドバンスクラス 童夢館 

  インターミディエイト・ビギナーズクラス 神田 6月まで予約 

済み 

 （７）本部関係  

  鳥山チェアマンのスクロール本部に申請済み 

 （８）日本語版マガジンＮｏ．５の完成予定 

  マガジン No.6 埼玉ブランチ取りまとめ 

 （９）その他 

  次回レター合宿の感想・CD紹介等掲載予定 

  次回の三ブランチ合同ミーティング 7月 27日（日） 

 

 

クラスで取り上げたダンス  （2008 年 2 月～4 月） 

 

アドバンス・クラス 

 

08 年 2 月 2 日（土）担  当  五十嵐 成 子 Pianist   村 上 美枝子 

1 The  Dundee  Whaler S 32 – 4C 

2 The  Radyr  Dancers S 32 – 3C 

3 Royal  Albert  Country  Dance R 32 – 2C 

4 Miss  Murray  of  Lintorose R 32 – 3C 

5 Nineteenth  of  December   J 32 – 2C 

 

08 年 3 月 1 日（土）担  当  林   浩 子 Pianist   市 川 洋 子 

1 Peticoat  Tails J 32 – 3C 

2 The  Black  Barony R 32 – 3C 

3 The  Fickle  Lass S 32 – 4C 

4 Tara  Coo R 32 – 5C 

5 Eastwood  Park  Strathspey S 32 – 4C 

 

ソシアルダンス・クラス 

 

08 年 3 月 29 日（土）担  当  長 峯 真 弓 

1 Scottish  Reform J 32 – 2C 

2 Scotch  Broth R 32 – 4C 

3 Sand  of  Morar S 32 – 3C 
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4 Hooper’s  Jig J 32 – 3C 

5 Broadford  Bay R 32 – 3C 

6 The Rubber  Duck’s  Jig J 32－5C 

7 It’s  Wisnae  Me S 32 – 4C 

8 Ian  Powrie’s  Farewell  to  Auchterarder J 128 – 4C 

 

インターミィディエイト・クラス 

 

08 年 2 月 4 日（月）担  当  佐 藤 仁 美 

1 Leap  Year J 24 –2C 

2 Springtime  Reel R 32 –3C 

3 Reel  Friends R 32 – 3C 

4 Crossing  the  Bay S 32 – 3C 

 

08 年 3 月 3 日（月）担  当  長 峯 真 弓 

１ Lady  Home’s  Jig J 32 – 3C 

２ Lady  Susan  Stewart’s  Reel R 32 – 3C 

3 Lady  Susan  Stewart’s  Strathspey S 32 – 3C 

4 A  Spring  Breeze S 32 – 4C 

 

08 年 4 月 7 日（月）担  当  鳥 山 豊 喜 

1 Two  to  One J 32 – 3C 

2 Madge  Wildfire’s  Strathspey S 32 – 3C 

3 Lady  Harriet  Hope’s  Reel R 32 – 3C 

4 Dainty  Davie S 16 – 3C 

5 Well  Met  in  Paris H 32 – 3C 

 

ビギナーズ・クラス 

 

08 年 2 月 11 日（月）担  当  境  雅 子・西 森 典 子 

1 Balmoral  Strathspey S 32 – 4C 

2 Ha!  Ha!  The  Wooin’  O  It R 32 – 2C 

3 Lady  Lusy  Ramsay S 32 – 3C 

 

08 年 2 月 25 日（月） 

1 The  Stoorie  Miller S 32 – 3C 

2 Blue  Bonnets J 32 – 2C 

3 My  Mother’s  Coming  in R 32 – 3C 
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08 年 3 月 10 日（月）  

1 Balquidder  Strathspey S 32 – 3C 

2 Lord  Macdonald’s  Reel R 32 – 3C 

3 Rothesay  Rant J 32 – 4C/sq 

 

 

08 年 3 月 24 日（月） 

1 Culla  Bay S 32 – 4C/sq 

2 Maxwell’s  Rant R 32 –3C 

3 Mrs  Stewart’s  Jig J 32 –3C 

 

08 年 4 月 14 日（月） 

1 EH3  7AF J 32 –3C 

2 Mrs  MacLeod R 32 – 3C 

3 Miss  Gibson’s  Strathspey S 32 – 3C 

 

08 年 4 月 28 日（月） 

1 Festival  Interceltique  R 40 – RR 

2 It’s  Fun  to  Dance J 32 – 3C 

3 Sandy  O’ er  the  Lea S 32 – 2C 

4 Maxwell’s  Rant R 32 – 3C 

5 EH3  7AF J 32 – 3C 

6 Sugar  Candie S 32 – 3C 

7 Flowers  of  Edinburgh R 32 – 3C 

 

 ビギナーズ・クラスは 6 ケ月間指導担当者変わりません 

 最終会は総復習でパーティ形式でした 
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ブランチクラス指導担当予定者 

2008 年 5 月～10 月 

 

 Advanced  Class  

（ 第 １ 土 曜 日 ）

18:20~20:45  指導     

Intermediate  Class  

（ 第 １ 月 曜 日 ） 

13:30~16:00  指導 

Beginners  Class 

（第 2&第４月曜日） 

13:30~16:30   指導 

5 月 鳥 山 豊 喜 五十嵐 成 子 小山かおる・神倉那智子 

6 月 Social Dancing 神 倉 那智子      〃 

7 月 若 松 陽 子 掛 川 純 子      〃 

8 月 近 藤 幸 子 佐 藤 仁 美      〃 

9 月 小 山 かおる 佐 藤 仁 美      〃 

10 月 小 幡 正 明 渡 辺 悦 子      〃 

  

新 CD・ブック紹介（トム鳥山） 
 

小幡正明コレクション 

(1) Drive the Hot Summer Away  Yonder Green など全 12 ダンス 

(2) Today’s Hot Fish  Nihon Sakurasou など全 12 ダンス 

(3) Dancing Confetti   Mrs. Kondô’s Strathspey など全 12 ダンス 

(4) Heads I Win, Tails You Lose  A Pub Crawl など全 12 ダンス 

 小幡正明氏がいままでに作ったダンスの数々が 4 分冊にまとめられ、小幡氏自身の

手によって出版された。古くは 1978 年から新しくは 2007 年のものまで、国内の各

グループや各ダンサーに献呈したダンスなどを含み、いままとめておかなければ散

逸・忘却のおそれがあると判断されたのであろう。 

 小幡氏は 1967 年、学生時代にスコティッシュ･カントリー･ダンシングをスタート

し、池間博之氏のクラスや転勤地の北九州で故原田裕氏のクラスに参加して技量を磨

くとともに、1978 年ごろからダンスを創作しはじめた。ヒュー･フォスのあとをつい

だスコティッシュ・ダンス・アーカイブスに送ったダンスが評価され、世界のダンス

考案者にオバタの名を知らしめることになった。 

 ダンスはそれぞれ小幡氏特有のひとひねりしたフォーメーション、フィギュアが含

まれ、どれを踊っても感心するダンスばかりである。各説明文末尾の「Devised for 

00000」の ‘00000’ に知っている人、グループ、記念名を見るのも楽しい。各分冊の

最終ページには題名についての解説があり、たとえば Yonder Green とは「向うの緑

地」という意味、というように日本人に親切にできている。全ダンスにオリジナル･

チューンの指定があり、音楽にくわしい小幡氏の面目を示すものである。製本もしっ

かりしている。〔注文略号：小幡コレクション・セット(４分冊一括)〕 
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The Sixth Carnforth Collection of Scottish Country Dances 

 Balmaha (32S, 3C), Ceilidh Night (32J, 7C), Diane’s Dilemma (32R, 2C), The 

Golden Celebrating Jig (32J, 4C), Jennifer’s Itchy Fingers (32R, 3C), A Jig for 

Garry (32J, 3C), Just Around the Corner (32S, 3C), Looking for a Partner (32J, 

RTR), The Paisley Weavers (32S, 3S), The Started Rabbits (32R, 5C), Welcome to 

Higham Hall (32R, RTR) 

 前号のブランチレターで、モーリーン･ヘインズは Carnforth Collection Vol.6 をこ

とし中に発行したい意向、とのべたが、思いのほか早く出版された。故ディレク･ヘ

インズ作の 2 カップルから、3、4、5，7 カップルのダンス、ならびに Round the room

のダンスを収録しており、バラエティに富んでいる。小幡氏のダンスにくらべれば、

半ひねりといったダンスばかりであるが、インターミディエイト・ダンサーにも十分

楽しめる内容である。難読語をカナで書くと、Balmahaﾊﾞルマハー、Diane’s Dilemma

ダイアンズ・ディレマ（ジレンマでない）、Higham ハイアムとなる。 

 〔注文略号：カーンフォース・ブック Vol.6〕 

 

Silver Tassie (SSCD20) by Kieth Smith and Muriel Johnstone  

 The De’il amang the Tailors (8x32R), The Silver Tassie (8x32S), The Deuks Dang 

O’er my Daddie (8x40J), John of Bon Accord (8x32R), Sauchie Haugh (8x32S), 

Ladies’ Fancy  (8x32J), None so Pretty (8x40R), Miss Ogilvie’s Fancy (8x32S), 

Holyrood House / Argyll’s Fancy (4x48J), The Dancing Years (1x88R), Jean Martin 

of Aberdeen (3x32S), Reel of the Royal Scots (8x32R) 

Todlen Hame (SSCD21) by Kieth Smith and Muriel Johnstone  

 Todlen Hame (6x32J), Sugar Candie (8x32S), The Dancing Bees (8x32R), Light and 

Airy (8x32J), Well Kent (3x32J), Red House (8x40R), A Wisp of Thistle (8x32S), 

The Engine Room (8x32R), Blue Bonnets (8x32J), The Barmkin (1x88R), Minister 

on the Loch (3x32S), Fight about the Fireside (8x32R) 

  この 2 種類の CD は 4 月の箱根における SCD 国際フェスティバルで販売された

ものである。同フェスティバルに参加できなかった会員に、あらためてご案内する。

当代超一流のミュージシャンによる演奏であり、流麗の一語につきる。演奏時間はい

つものとおり長め。8ｘ32R で 4 分 50 秒、8ｘ32S で 8 分 45 秒である。2 種の CD

を一気に聞くと、いささかくたびれる。クラスで使うのに適している。 

 ２，３疑問点があったのでキースに聞いてみた。 

「演奏時間の表記がないのはなぜ？」 

「必要ないと思ったからさ」 

「Todlen Hame は 6x32 だけれど、なぜ 8x32 にしなかったの？」 

「えぇー！ あのダンス、2 カップル･ダンスじゃなかったっけ？」これは 2 人のカ

ン違いであろう。 

「Red House は 2 つのチューンしか使っていなけれど、なぜ？」 
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「オリジナル自体すばらしい曲なんだ。もう 1 つの曲といっしょに編曲して、あたか

もみな別のチューンであるかのように仕上げている。聞いて、そして楽しんでくれ」 

〔注文略号：シルバー･タッシー CD、トドルン・ヘイム CD〕 

  

Aye Afloat (SSCD19) by Kieth Smith and Muriel Johnstone - CD 

Aye Afloat devised by Margaret Zadoworny - Book 

 The Moray Firth Hornpipe (8x32R), The Port-No-Quay Jig (4x40J), Aye Afloat 

(4x48S), The Haid O’ the Brae (3x32J), The Port Hill Medley (48S+48R), The 

Sheltered Cove (8x32S), The Cadger’s Roadie (8x32J), The Flagstaff and Cairn 

(4x40S), The Three Creeks Shore (8x32J), The Bow Fiddle Shore (32S+32R+32S), 

The Whale’s Moo (8x32R), Jenny’s Well (3x32S) 

 Aye をアイと発音するとイエスの意味、イーなら「いつも」の意味とある。Afloat

は、ただよう、浮いているであるから、後者が合っている。Aye Afloat は、ポートノッ

キーという町のモットー、マリ湾に面した町で 19 世紀にはニシン漁で繁忙したとダン

ス･ブックにある。ダンス･ブックはこの町出身でいまはカナダに住んでいるマーガレッ

ト・ザドウォーニーが年少期をしのび、町の光景にちなむ自作 12 ダンスをまとめたも

のである。各ページに題名（地名ばかりである）を補足する図版があり、末尾にはダイ

ヤグラムが付記されている。踊りのフローは現在の RSCDS フォーメーションを組み合

わせたもので、はっとさせるようなところはないが、うっかりぼんやりできないダンス

が多い。 

 オリジナル･チューン（ブックにすべて譜面あり）はすべてミュリアル･ジョンストン

が作曲した。いやオリジナルだけでなく、代替曲も含め全曲ミュリアルの作品で、こう

いう CD もめずらしい。もちろんぜんぶ書き下ろしではなく、すでに録音されている曲

の再演もある。ストラススペイはエアばかりである。CD のみ箱根の SCD 国際フェス

ティバルで販売された。 

〔注文略号：イー・アフロート CD、イー・アフロート･ブック〕 

 

以上の商品のご注文は･･････ 郵便振替 00240‐0‐ 63517 東京ブランチ 

 

小幡コレクション・セット \1,200 

カーンフォース・ブック Vol.6 \700 

シルバー･タッシー CD \2,700 

トドルン・ヘイム CD \2,700 

イー・アフロート CD  \2,700 

イー・アフロート･ブック \2,000 

 

締切り ６月６日（金） 

お渡し予定 ７月初  担当 荒井千文  T/F 049-247-5468  
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グループ案内 

 

☆ 能代ウィンズ “２００８” 

日   時  2008 年 6 月 8 日 (日)  10:00~15:00 

会   場  能代山本広域交流センター ・多目的ホール 

問い合せ先  大塚昭子 ℡ 0185-52-2760 

 

☆ 岐阜ＳＣＤＣ Summer Ball 2008 

日   時  2008 年 7 月 6 日（日） 11:00~17:00 

会   場  岐阜グランドホテル 

問い合せ先  渡部秀樹 ℡ 0587-55-2423 

 

☆ 大和 S C D C  22 周年サマーボール 

日   時  2008 年 7 月 20 日 （日） 11:00~18:00 

会   場  茅ヶ崎コミニティホール（市庁舎分館） 

申込み締切  7 月 6 日 （定員になり次第締め切ります） 

問い合せ先  梶野幸雄 ℡ 0466-44-3537 

 

☆ 関西ホワイトヘザーダンサーズ 21 周年記念パーティー 

日   時  2008 年 10 月 11 日（土）～12 日（日） 

会   場  ユニトピアささやま （兵庫県篠山市） 

申込み締切  7 月 31 日 （定員 100 名） 

問い合せ先  大田快人 ℡ 0798-41-1044 

 

原 稿 募 集 

 

１、ダンスに関する事 

２、グループの活動 

３、その他 

 


